
町田市街づくりアドバイザー登録者名簿

　　ふりがな

　　氏　　名 　

　　対応可能な分野

■都市計画一般 □都市再開発等　　　 □建築設計

□その他（ ）

　　アドバイザー登録後の街づくりの実績　※登録更新時に記載

　　　資　　　格

土地区画整理士

【受賞歴】

2011年　横浜市脱温暖化モデル住宅推進事業最優秀
賞受賞　※共同受賞

2018年　GOOD DESIGN賞　宮城県女川町駅前シンボ
ル空間　※共同受賞

2018年　アジア都市景観大賞　宮城県女川町復興土地
区画整理事業　※共同受賞

2019年　都市景観大賞（都市空間部門）　女川駅前レン
ガみち周辺地区　※共同受賞

2019年　土木学会デザイン賞　宮城県女川町駅前シン
ボル空間　※共同受賞

【主な寄稿論文】
「女川町　100年先を見据えた復興まちづくりはいかにし

て実現されたか」
「女川町被災市街地復興土地区画整理事業の見直し」
以上「造景2021」　特集東日本大震災「復興10年」を検

証する

【主な実務歴】

2012年～2020年　女川町復興事業支援
2019年　渋谷区空家等対策計画策定
2021年　福生市空家等対策計画策定

2022年　第二次日野市ユニバーサルデザインま
ちづくり推進計画策定

2022年　女川町旧第一小学校跡地利用計画策
定

【委員等履歴】
2008年～2018年　八王子中町地区まちづくり協

議会 アドバイザー
2007年～現在　　多摩市まちづくり審査会 委員
2010年～現在　　府中市土地利用・景観審査会

委員
2014年～現在　　武蔵村山市まちづくり審議会

委員
2014年～現在　　東京理科大学建築学科非常勤

講師（都市デザイン）
2013年～2020年　女川町復興まちづくりデザイン

会議 委員
2016年～現在　　女川町駅前商業エリア景観形

成推進委員会 委員

登録年月日　2007年6月21日

登録番号 　（27）

個人　・　法人

宇野　健一

うの　　　けんいち



2002～03おゆみ野地区参加型街づくリコーディネート業務/都市基盤整備公団(現独立行政法人都
市再生機構 )

2002～ 03多摩市聖ヶ丘4丁目地区建築協定の更新に係る検討への協力/多摩市地区街づくリコン
サルタント派遣業務

2000～ 04ヴィレッジ浄瑠璃 14コーポラティブ住宅コーディネート業務/ヴィレッジ浄瑠璃14建設組合

2005～ 06多摩市タウンハウス南野地区建築協定の更新に係る検討への協力/多摩市地区街づくり
コンサルタント派遣業務

コーポラティブ住宅「夢見隊2号プロジェクト」コーディネート業務/夢見隊2号プロジェクト
建設組合

10

2005-

枠内に記入して下さい といたし

の (業績または活動内容 )

PR

1993年 9月 、町医者のような都市計画コンサルタントを目指して、地元多摩市に独立開業。居住者の

目線に立った街づくりを心がけて仕事をしています。2000年 2月 より、NPO FUSION(夢見隊)の一員と

して、多摩ニュータウンに住み続けたいと願う方々の理想の住まいをコーポラティブ(住民参加型家日

街づくり)手法によって実現する活動を始め、2004年 6月 に全14世帯の小さなコミュニティ「ヴィレッジ

浄瑠璃 14」という団地を完成させました。その中で私はコーディネーターとして関係者の意見調整に

汗をかきましたが、苦労の甲斐があって、このプロジェクHよ国土交通省の「土地活用モデル大賞」

を受賞しました。現在、ミサワホームと共同で夢見隊2号プロジェクトを推進中で今秋完成予定です。

また、昨年暮れから多摩ニュータウン別所で進められようとしていた某マンション業者の開発計画に

反対する地元住民の方々の相談を受け、住民の方々とともに住民案を取りまとめて業者に提出、話し

合いの末、業者が住民案を受け入れプランを大幅に変更、基本合意に導きました。

これらの経験から、街づくりにおける心のこもった粘り強い会話の重要性を再確認すると同時に、その

量と質が街をより豊かにしてくれると確信するようになりました。

*2002年 4月 ～「多摩市街づくり派遣コンサルタント」
*2007年 5月 ～「多摩市街づくり審査会
枠内に記入し といたし

※アドバイザー登録日時点
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